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報 告

産後 1か月の母親のソ－シャル・キャピタルと
ソーシャルサポートが育児幸福感に及ぼす影響

中村登志子 1），黒木 司 2），大田 明英 3）

〔論文要旨〕
本研究は産後 1か月の母親のソーシャル・キャピタル，ソーシャルサポートが育児幸福感に影響を及ぼした要因
を明らかにすることを目的とした。産後 1か月の女性 280人を対象に，育児幸福感，ソーシャル・キャピタルおよ
びソーシャルサポートに関する自記式質問紙調査を実施した。統計学的検討には，Pearsonの相関を用い，いずれ
も有意水準は 5％とした。有効回答率は 162人（57.9％）であった。相関分析でソーシャル・キャピタルのうち「互
酬性」への意識は，育児幸福感の「育児の喜び」（p＜0.01）と「夫への感謝」（p＜0.05）に関連していた。重回帰
分析の結果，育児幸福感の「育児の喜び」にはソーシャル・キャピタルの「互酬性」とソーシャルサポートの「情
緒的サポート」が影響していた。さらに，育児幸福感の「夫への感謝」はソーシャル・キャピタルの「互酬性」が
影響していた（p＜0.05）。本研究により，（a）社会で活動したいと思う気持ちが強い母親ほど「育児の喜び」や「夫
への感謝」を感じており，（b）情緒的なサポートが得られているほど，「育児の喜び」も強いことが示された。産
後 1か月の母親を支援するうえで，これらの影響要因に注目する必要性が示唆された。
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Ⅰ．目 的

少子高齢化社会を迎えた日本において，子育て支援
対策は社会全体で取り組むべき喫緊の課題である。実
際の「子育て」現場において，コミュニティの中で孤
立している親の存在や児童虐待の増加，更には異年齢
の子どもたちと遊ぶ機会の激減や子どもの健全な発達
に必要な社会環境の悪化など，様々な問題が提起され
ている１）。これらを踏まえて，2015年に開始された「健
やか親子 21（第 2次）」では「子どもの健やかな成長
を見守り育む地域づくり」を掲げ，親子を取り巻く温
かな環境形成の重要性が示された。しかし，合計特殊
出生率が 1995年から 1.5未満と低水準で経過し，そ
の成果は十分であるとは言えない。出産適齢期女性の
減少に伴い，今後ますます出生率は低下すると予測さ

れており，少子化対策は早急に取り組むべき社会問題
となっている。子育て支援政策の基本方針としては，
核家族化の進行に伴い，育児の孤立感や不安感を招く
ことにならないよう，ボランティアの活用など地域子
育て支援拠点事業が進められている２）。しかし近年，都
市を中心に子育て世代は異世代間交流などを含めた
「ご近所づきあい」が希薄化し，少子化対策の新たな
アプローチとしてソーシャル・キャピタル（社会関係
資本）が注目されている。ソーシャル・キャピタルと
は，地域の人々の間の信頼関係やネットワークを意味
し３），その研究は近年活発に行われて，教育・政治・
経済などさまざまな分野でその有用性が検証されてい
る４）。これまで成人や高齢者を対象としたものが多かっ
たが，近年は子育て世代を対象とした研究も増えてい
る。しかし，その内容は子育ての社会化に関する報告５），
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出産の意思決定や出生率上昇に関する報告などに止ま
り６），子育ての環境に関するソーシャル・キャピタル
の研究は未だ少ない。また，これまでの育児支援に関
する研究では，育児不安・育児ストレスなどの実態や
その対処，ソーシャルサポートの観点からみた研究等
が多く，「親の力を活用」するための検討が不十分で
あると言われている７，８）。
一方，子育てにおけるソーシャルサポートとは育児
遂行にあたって周囲から得られると認知する援助を指
し，その援助の提供者としては，夫や実父母，あるい
は義父母などの「家庭内」サポートと，友人や専門家
などの「家庭外」サポートがあるが，中でも夫の育児
参加は母親の育児に対する肯定感を高め，制約感を低
くすることが明らかになっている９）。
本研究では，子育てを担う親がその役割を発揮でき，
親自身の持てる力を生かせるような支援が重要だと考
えた。そこで，育児によってもたらされる母親の幸福
感である育児幸福感に着目した。多様な状況の母親へ
支援を行うためには，個人をとりまくソーシャルサ
ポートに止まらず，ソーシャル・キャピタルの視点か
ら，社会全体での子育てを考えることも重要であろう。
そこで，ソーシャル・キャピタルを醸成する基礎デー
タとするため，母親の意識と行動を探りソーシャル・
キャピタルとソーシャルサポートが，育児幸福感にど
のように影響を及ぼすのか明らかにすることを目的と
した。

Ⅱ．操作的用語の定義

1．育児幸福感

育児によってもたらされる幸福感，育児中に感じる
肯定的な情動を言う１０）。

2．ソーシャル・キャピタル

人々の協調行動を活発にすることによって社会の効
率性を高めることのできる「信頼，規範（互酬性），
ネットワーク」といった社会組織の特徴であり，共通
の目的に向けて効果的に協調行動へと導く社会関係資
本である１１）。

3．ソーシャルサポート

対人的相互作用における情緒的サポート，手段的サ
ポート，情報的サポート，評価的サポートのやりとり
であり１２），周囲から得られると認知する援助を指す。

Ⅲ．対象と方法

1．対象と調査方法

研究対象者は，九州北部の都市部近郊にある住宅地
にあり，分娩を取り扱う産婦人科外来を有する病院と
診療所あわせて 2施設にて 1か月健診を受けた女性と
した。平成 29年 10月 18日から平成 30年 1月を調査
期間とし，著者が説明文を同封した質問紙を配布した。
対象施設の協力を得て，外国籍の女性，調査による負
担を配慮して身体的または精神的に安定していないと
対象施設で判断した場合や，未成年の特定妊婦は配布
の対象から除外した。調査期間内に 2施設合わせて
280通を配布した。回答は施設に設置した鍵付きのポ
ストへの投函か著者への直接の郵送によって回収した。

2．調査内容および使用尺度

1）基本的属性（デモグラフィックデータ）

母親の年齢，子どもの数，分娩形式，分娩時週数，
分娩時異常の有無，病名，職業形態居住年数，居住継
続の有無，同居人数，家族構成，既婚未婚の別，最終
学歴について質問した。
2）育児幸福感を示す尺度

Lazarus ＆ Folkmanの理論における育児中の母親
の肯定的な情動を「育児幸福感」とし１３），清水らが開
発した多面的な育児幸福感を捉える尺度で１４），「育児
の喜び」「子どもとの絆」「夫への感謝」の 3つの下位
尺度 13項目からなる育児幸福感短縮版尺度（Short-
form of Child-care Happiness Scale：CHS）を用いた１０）。
本研究においては，対象者の児が生後 1か月である

ため，その発達段階から考慮し「どんなに叱っても『お
母さん大好き』と 1日に何回も言ってくれ，子育てし
ていて唯一安心する」の 1項目を尺度開発者の許可を
取ったうえで除外し，12項目で尺度を使用した。回
答は 5段階評価で，得点が高いほど育児によってもた
らされる幸福感が高いことを示す。
3）ソーシャル・キャピタルを示す質問項目

ソーシャル・キャピタルとは地域の人々の間の信頼
関係やネットワークを意味し「互酬性，ネットワーク，
信頼」といった社会組織の特徴を示し，社会関係資本
といわれる。本研究においては，内閣府国民生活局に
よる全国調査で使用されたソーシャル・キャピタル
（Social Capital：以下 SC）の 15の質問項目を用いた６）。
これは，市民活動とソーシャル・キャピタルとの関係
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をみるために開発されたもので，個人の意識と行動を
把握するために作成され，〈隣近所との付き合いの程
度〉〈一般的な人への信頼〉などで構成されている。そ
のため，本研究においてはソーシャル・キャピタルの
「互酬性，ネットワーク，信頼」といった構成要素に
ついて母親個人の意識と行動を把握するために採用し
た。全体の傾向を把握し，因子ごとに分析するために，
そして構成要素が本研究でも当てはまるか確認するた
めに因子分析を行った。得点が高いほど，ソーシャル・
キャピタルに関する意識が高いことを示す。
4）ソーシャルサポートを示す尺度

育児支援が必要な就学前の子どもの養育に関する
ソーシャルサポートの認知を把握するため開発され
た１５）。未就学児のいる親用ソーシャルサポート認知ス
ケール（Social Support Perception Scale for Parents
Rearing Preschoolers：SSPS-P）を用いた。このスケー
ルは，Houseの概念に基づき１２），「情緒的サポート」「手
段的サポート」「情報的サポート」「評価的サポート」
の 4つの下位尺度と 7種類のサポーター（配偶者，身
内，友人・知人，近所の人，仕事仲間，保育士・教員，
医療関係者）についての全 36項目からなる。回答は，
「たくさんある」～「ほとんどない」の 5段階評価で，
得点が高いほどサポート認知が高いことを示す。

3．データの分析方法

各変数の基本統計量の算出後，ソーシャル・キャピ
タルの質問項目を選定するために各項目を除外した場
合の I-T相関分析を行い，さらに信頼性を深めるため
に，クロンバックの α係数を確認した。先行研究の
構成要素が本研究においても当てはまるかどうかを確
認するために確認的因子分析（主因子法，Varimax
回転）を行った。Pearsonの積率相関分析を行い，そ
の後，「ソーシャル・キャピタル」「ソーシャルサポー
ト」の各因子と属性による育児幸福感への影響を検討
するために，育児幸福感を従属変数，ソーシャル・キャ
ピタル，ソーシャルサポートを説明変数として重回帰
分析を行った。データの分析には統計ソフト SPSS
version24.0を使用し，有意水準は 5％とした。

4．倫理的配慮

研究の趣旨と倫理的配慮（質問票への回答は無記名
で個人は特定されないこと，自由意志によるものであ
ること，データは本研究以外に使用しないこと，質問

票は研究終了後 5年間保存しその後廃棄すること等）
の説明文を質問票に添付し，同意書の返送をもって同
意とした。本研究は，聖マリア学院大学研究倫理委員
会の承認（承認番号 29－011，平成 29年 10月 18日）
を得て実施した。

Ⅳ．結 果

回答者は 162人（有効回答数 57.9％）で，経産婦が
約 6割であり，分娩形式は経膣分娩が 81.1％であっ
た。職業は常勤が 42.5％で専業主婦が 34.4％であり，
地域活動意欲は，参加「したい」が 40.2％，「したく
ない」が 15.9％，「わからない」が 43.9％で最も多かっ
た（表 1）。
まず，ソーシャル・キャピタルについて，内閣府国

民生活局による調査で採用されたソーシャル・キャピ
タルの 15の質問項目を，因子ごとに分析するために
確認的因子分析を行った６）。天井効果のみられた〈家
族への信頼〉を削除し 14項目を因子分析対象とした。
I-T相関分析で 0.25以下であった〈職場の同僚への信
頼〉，および因子負荷量 0.45以上を示さなかった〈親
戚との付き合いの頻度〉など 5項目の計 7項目を除外
し，3因子 8項目が抽出された。国民生活局と Putnam
の調査を参考に６，１１），構成要素を 3つとし，表 2の如
く社会的な活動意欲を「互酬性」4項目，付き合いの
人数等を「ネットワーク」2項目，一般的な信頼感等
を「信頼」2項目，と，それぞれ再分配を行った（α

係数=0.72～0.81）。8項目全体のクロンバックの α係
数は 0.77であった。
ソーシャル・キャピタルと育児幸福感の関連性を検

証した結果，ソーシャル・キャピタルの「互酬性」へ
の意欲が高い母親ほど，育児幸福感の「育児の喜び」（r
=0.27，p＜0.01），「夫への感謝」（r=0.23，p＜0.05）が
正の相関を示した（r=Pearsonの相関係数）。また，身
内から情報的・評価的サポートを受けている母親ほど，
育児幸福感の「子どもとの絆」を強く感じていた（情
報的サポート：p＜0.01，評価的サポート：p＜0.05）。
保育園・学校の先生から評価的サポートを受けている
ほど，育児幸福感の「子どもとの絆」を強く感じてい
た（p＜0.05）。さらに，医療関係者からの情報的・評
価的サポートを受けているほど，SF-CHSの「育児の
喜び」を感じ（p＜0.05），評価的サポートを受けてい
るほど「子どもとの絆」を感じていた（p＜0.05）（表
3）。
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表 1　基本的属性
n＝162

人数（%）
年齢区分 20-24 8（5.0）

25-29 44（27.7）
30-34 64（40.3）
35-39 34（21.4）
40-44 9（5.7）

子どもの数 初産婦 60（37.5）
経産婦 100（62.5）

分娩形式 経膣 120（81.1）
帝王切開 28（18.9）

職業 常勤 68（42.5）
パート 33（20.6）
専業主婦 55（34.4）
その他 4（2.5）

居住年数 1年未満 19（11.9）
1 ～ 2 年未満 23（14.4）
2 ～ 5 年未満 51（31.9）
5 ～ 10 年未満 24（15.0）
10～ 20年未満 16（10.0）
20 年以上 27（16.9）

定住意欲 住み続けたい 104（65.0）
どちらでも 40（25.0）
引っ越したい 16（10.0）

地域活動意欲 参加したい 33（40.2）
わからない 36（43.9）
したくない 13（15.9）

最終学歴 中学校 5（3.1）
高校 32（20.0）
専修学校 40（25.0）
短大 32（20.0）
大学 50（31.3）
大学院 1（0.6）

表 2　ソーシャル・キャピタル質問項目の因子分析

因子名　項目
因子負荷量

因子 1 因子 2 因子 3
1．互酬性（α＝0.72）
ボランティア活動への参加意欲 0.882 －0.113 0.013
趣味の活動への参加意欲 0.733 －0.105 －0.151
その他の活動への参加意欲 0.640 －0.062 －0.165
地域活動への参加意欲 0.419 －0.358 －0.029

2．ネットワーク（α＝0.78）
隣近所との付き合いの程度 －0.200 0.840 －0.018
隣近所との付き合いの人数 －0.032 0.687 0.185

3．信頼（α＝0.81）
一般的な人への信頼 －0.265 0.049 0.845
見知らぬ土地での人への信頼 0.111 0.270 0.506

分散 2.03 1.41 1.04
寄与率 25.31 17.62 12.94
累積寄与率 25.31 42.93 55.86

主因子法，Varimax 回転

ソーシャル・キャピタルとソーシャルサポートの，
どの要因が育児幸福感に影響を及ぼすかを探るために，
SF-CHSを従属変数に，SCの 3因子，SSPS-Pの 4因
子を独立変数として解析を行った。その結果，育児幸
福感の「育児の喜び」に影響を及ぼしていたのはソー
シャルサポートの「情緒的サポート」（β=0.37，p＜
0.05），ソーシャル・キャピタルの「互酬性」（β=0.23，
p＜0.05）であった。育児幸福感の「夫への感謝」に
影響を及ぼしていたのは，ソーシャル・キャピタルの
「互酬性」（β=0.22，p＜0.05）だった（表 4）。

Ⅴ．考 察

1．対象の特性と測定の妥当性

本研究の対象の背景は，分娩様式が経膣分娩 81.1％
というローリスクの集団であった。年齢区分は，ほと
んどが 20から 30代で全国の出産年齢の分布と同様で
年齢には偏りがない集団であると思われた。また，20
歳代から高齢者までを対象とした全国調査と比較する
と６），本研究の対象者の方が居住年数は短かった。居
住年数とは同地区に居住している年数であるが，この
年数が短い理由として，子育て世代は 20歳代から高
齢者の全世代と比較すると，転居等で同じ土地に長年
住む割合が少ないと予測された。従って，慣れない土
地で子育てしている割合がやや高い集団と考える。定
住意欲に関しては「住み続けたい」，「どちらでも」を
合わせると 90.0％と先行研究と同程度で６），自分の住
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表 3　ソーシャル・キャピタルおよびソーシャルサポートと育児幸福感の相関

Factor
CHS

1．育児の喜び 2．子どもとの絆 3．夫への感謝
SC 1．互酬性 0.27＊＊ －0.08 0.23＊

2．ネットワーク 0.05 0.04 －0.04
3．信頼 0.14 0.03 0.13

SSPS-P パートナー
情緒的サポート 0.03 －0.14 0.41＊＊
手段的サポート －0.03 0.41＊＊ 0.37＊＊
情報的サポート 0.16 0.30＊ 0.35＊＊
評価的サポート 0.17 0.10 0.39＊＊

身内
情緒的サポート 0.09 0.05 0.46＊＊
手段的サポート 0.02 －0.04 0.16＊
情報的サポート 0.18 0.21＊＊ 0.36＊＊
評価的サポート 0.23＊ 0.19＊ 0.33＊＊

友人
手段的サポート 0.12 0.08 0.19＊

保育園・学校の先生
評価的サポート 0.03 0.16＊ 0.01

医療者
情緒的サポート 0.21＊ 0.06 0.06
評価的サポート 0.22＊ 0.23＊＊ 0.18

Pearson の積率相関
＊p＜0.05，＊＊p＜0.01
CHS：育児幸福感尺度　SC：ソーシャル・キャピタル質問項目
SSPS-P：未就学児の親用ソーシャルサポートスケール

表 4　ソーシャル・キャピタルおよびソーシャルサポートから育児幸福感への重回
帰分析
従属変数 独立変数 t 標準 β R2 調整済み R2

SF-CHS SSPS-P
1．育児の喜び 1．情緒的サポート 2.18 0.37＊

2．手段的サポート 0.09 0.01
3．情報的サポート 0.25 0.05
4．評価的サポート 1.65 0.32 0.159＊＊＊ 0.084＊
SC
1．互酬性 2.12 0.23＊
2．ネットワーク 0.27 0.03
3．信頼 1.83 0.21

3．夫への感謝 SSPS-P
1．情緒的サポート 1.87 0.29
2．手段的サポート 1.79 0.25
3．情報的サポート 0.18 0.03
4．評価的サポート －0.6 －0.11 0.267＊＊＊ 0.201＊＊＊
SC
1．互酬性 2.14 0.22＊
2．ネットワーク －1.22 －0.12
3．信頼 0.84 0.09

従属変数：CHS　独立変数：SSPS-P，SC
＊p＜0.05，＊＊p＜0.01，＊＊＊p＜0.001
CHS：育児幸福感尺度　SSPS-P：未就学児の親用ソーシャルサポートスケール
SC：ソーシャル・キャピタル質問項目
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んでいる街での定住意欲は高く，一般的な集団とほぼ
変わらないという結果であった。本研究では，「今後
地域活動に参加したいかどうか」の質問に対し，43.9％
が「わからない」と回答しており，最も多かった。
本研究では，ソーシャル・キャピタルの測定の妥当
性を検証した。ソーシャル・キャピタルの質問項目の
定量的測定については，因子負荷量は 0.45以上を確
保できた。クロンバックの α係数は「互酬性（α=
0.72）」「ネットワーク（α=0.78）」「信頼（α=0.81）」
であり，内的整合性の妥当性が確保されたため，本研
究での測定は可能であると考えられた（表 2）。

2．ソーシャルサポートと育児幸福感の関連性

本結果より，パートナーと身内から多くのサポート
を受けている者は，育児幸福感の「夫への感謝」と関
連があった。山口らは，父親が情緒的支援行動をよく
するほど，母親の育児負担は少ないと述べている１６）。
中山らは，情緒的支援行動は育児を一緒に行っている
気持ちである「育児共同感」に関連していると報告し
ている１７）。そして岡らは，産後 1か月の初産婦は，情
緒的サポートによってパートナーへの信頼を深め「夫
となら一緒に頑張れる」という自信につながっていた
と述べている１８）。これらの先行研究は，本研究のパー
トナーのサポートが育児の肯定感情への好影響を示す
結果と一致している。さらに，身内からの「情報的・
評価的」サポートは「子どもとの絆」を深め，「評価
的」サポートは「育児の喜び」を高めていた。山口ら
は，産後 1か月の母親は実母からのサポートが得られ
ることによる対処行動への効果を明らかにしている
が１９），本研究においても同様に身内のサポートによる
育児幸福感への効果が示された。その結果から，子ど
もの親だけでなく親以外の家族も育児情報を与え共有
する情報的サポートや，言葉や態度などで母親を認め，
高く評価する評価的サポートが育児幸福感を高めるた
めに有効だと考える。
パートナーや身内以外のソーシャルサポートについ
ては，保育園・学校の先生の評価的サポートが母親の
育児幸福感の「子どもとの絆」と関連していた。保育・
教育の専門職から高く評価されると，母親は育児に自
信がもてるであろう。それが，育児への幸福感情を高
め，子どもとの絆を深めると推測する。さらに，医療
者の情緒的・評価的サポートが育児幸福感の「育児の
喜び」に関連していた。情緒的サポートとは，「共感・

信頼・世話など精神的な支え」である１２）。医療・ケア
の専門職から得られる寄り添うサポートや，専門的知
識を持った者からの高い評価は，母親として「私はこ
れでいいのだ」と母親の育児へ自信を高め，心の余裕
が生まれ，「育児の喜び」といった育児を楽しむ喜び
につながった可能性がある。この結果から，保育・教
育・医療の専門職からのサポートの重要性が明らかと
なった。
一方，「近所の人」「仕事仲間」に関しては，「存在

する」と回答があるものの，育児幸福感に関連する要
因はなかった。この結果から，サポーターは存在する
のに十分活用されていない現状が明らかになった。本
研究の結果では約 4割に社会活動意欲があり，先行研
究では，地域の活動を継続したいという若者も約 3割
存在していた２０）。報告事例では，結婚する前の世代で
ある大学生に対し，社会参加しやすい取り組みとして
「地域連携の体系化」が進められており，パソコンや
スマートフォンを使った情報配信システムが検討され
ている２０）。このように若い世代の社会参加をうながし，
それぞれの実情に合わせた参加形態を工夫し社会参加
しやすいシステムを構築する必要がある。本研究では
様々なソーシャルサポートのうち，情緒的なサポート
が育児幸福感に好影響を及ぼしていた。田並他１２）は，
子育て中の母親は情緒的にサポートされると応答的な
対応ができ，応答性の高い母親は愛着形成を結びやす
いと述べている。母親は情緒的サポートを受けること
により，共感的，受容的に支えられている感覚を抱く。
この支えられている感覚が，育児の幸福感を高めたの
であろう。さらには育児の幸福感の高まりが育児への
自信や母親の自らの力を引き出すといった好循環につ
ながることを期待したい。

3．ソーシャル・キャピタルによる育児幸福感への影響

本研究においては，有意差はあるが「育児の喜び」
の決定係数の値が低く，影響要因として断言し難いも
のの，社会活動への意欲が母親の育児幸福感の「夫へ
の感謝」に好影響を及ぼした可能性がある。幼い子ど
もを育てる母親が社会参加するためには，夫など他者
の協力が不可欠である。本研究の結果から，子育て世
代の母親の社会参加が，個人的かつ主観的感情である
育児幸福感に影響を及ぼしていた。育児中の母親が，
家庭の中だけに留まらずに広く交流の機会をもちたい
という意欲を活かすことは，育児の「孤立化」の予防
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だけでなく，「夫に感謝する」という夫への関係性に
も好影響を及ぼした可能性がある。そのため，母親自
らが主体的に社会活動を行いたいと思えるような環境
整備が重要である。
本研究では地域活動に参加したいかどうか「わから
ない」という育児中の母親たちが最も多かった。この
ように社会参加を拒んでいるわけではない母親たちが，
気軽に参加したいと思え，参加しやすい仕組み作りが
重要であろう。近年，例えば趣味嗜好で繋がるコミュ
ニティなど，子育て世代や将来親になる若者のニーズ
に合った方法でコミュニティに参加できるよう，ICT
を活用した情報提供，魅力ある企画運営など，今の時
代に合った多様な状況下の母親への支援が望まれる。
地域との関係性を再構築し，子育て世代の親自らが
ソーシャル・キャピタルを醸成することが子育て環境
に有効である。本研究の結果から，社会活動への意欲
が，母親の主観的な感覚である育児幸福感に好影響を
与えた可能性がある。これはソーシャル・キャピタル
の醸成のための貴重な基礎的データとなり得ると考え
る。自治体による実態調査の結果では，地域へ参加す
る学生の多くが，子どもの頃に親と一緒に行事を楽し
んだ経験を持っている２０）。このような次世代へ繋ぐ「楽
しかった経験」となるような地縁行事の機会を継承で
きるような取り組みが重要である。地域で助け合う精
神を改めて見直し，子育てを担う多くの若い世代が地
域活動に参加し，地域の子育て支援のためのソーシャ
ル・キャピタルを醸成するような双方向の効果を期待
したい。

4．研究の限界と課題

本研究は 2施設の母親を対象としたため，一般化す
るには限界があり，今後サンプル数を増やし再検討し
ていく必要がある。ソーシャル・キャピタルの質問項
目の因子分析においては，本研究においてはある程度
の信頼性の確保はできたが，因子分析後に抽出された
因子について専門家の見解と比較するなど高い内容妥
当性を検討する余地がある。また，産後 1か月という
1時点の調査のみでは，地域や集団を見据えた支援は
難しい。そのため，今後，産後 1か月から子どもの成
長とともにどのように母親の認識が変化し，どのよう
に地域に参加しているのかを縦断的に調査し，因果関
係を明確にすることが子どもの成長時期に応じた支援
に繋がると考える。

Ⅵ．結 論

1．地域活動意欲のある母親のほうがない母親に比
べ育児幸福感の「育児の喜び」が高かった。

2．因子別比較では，ソーシャル・キャピタルの「社
会参加」する気持ちが高いほど育児幸福感の「育児の
喜び」「夫への感謝」の念が高かった。

3．ソーシャルサポートの「情緒的サポート」およ
びソーシャル・キャピタルの「社会参加」は，育児幸
福感の「育児の喜び」に好影響を及ぼし，「社会参加」
は，育児幸福感の「夫への感謝」に好影響を及ぼして
いた。
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〔Summary〕
This study aimed to identify which elements of social capital and social support affected happiness among

mothers of one-month-old babies. We administered a self-report questionnaire to 280 mothers receiving a one-
month postpartum examination at an obstetric hospital. For examination of differences, Pearson’s product
moment correlation coefficient was used for correlation analysis (significance level was set at 5% for all tests).
There were 162 (57.9%) valid responses. The results of the correlation analysis revealed that awareness of
reciprocity was associated with “joys of child-care (P<0.01) ” and “husband’s support (P<0.05) ” in the Short-Form
Childcare Happiness Scale (SF-CHS). Multiple regression analysis showed that “joys of child-care” of the SF-CHS
was significantly influenced by “reciprocity” of social capital and “emotional support” of social support. In addition,
“husband’s support” of the SF-CHS was significantly influenced by “reciprocity” of social capital (p<0.05). This
study showed that: (a) mothers who intended to actively participate in society tended to experience greater “joys
of child-care” and “husband’s support, ” and (b) mothers who received emotional support tended to have higher
“joys of child-care. ” Therefore, attention should be paid to these influencing factors in providing support to
mothers at one-month postpartum.

Key words: social capital, social support, childcare support, childcare happiness
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